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小
平
第
四
小
学
校
の
「放
課
後
子
ど
も
教
室
」 

が
全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た
！ 

こ
の
度
、
文
部
科
学
省
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進

事
業
」
で
、
小
平
第
四
小
学
校
の
放
課
後
子
ど
も
教
室

が
、
優
れ
た
取
り
組
み
で
他
の
教
室
の
模
範
と
し
て
そ

の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策

局
長
か
ら
全
国
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
） 

２
月
25
日(

水)

、
江
東
区
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ン
タ

ー
東
京
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
全
国
66
団
体

（
東
京
都
で
は
５
団
体
）
の
代
表
と
と
も
に
、
阿
部
校

長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
下
村
咲
子
さ
ん
と
河
合
雅

子
さ
ん
が
出
席
し
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

小
平
第
四
小
学

校
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
は
、
年
間

２
０
０
日
以
上
実

施
し
て
お
り
、
学

校
と
地
域
が
よ
く

連
携
し
、
地
域
の

幅
広
い
層
（
高
齢

者
・
大
学
・
公
民
館
な
ど)

か
ら
の
協
力
を
得
て
、
多
彩

な
メ
ニ
ュ
ー
の
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
こ

と
か
ら
こ
の
表
彰
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
い
た
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
生
涯
学
習
推
進
課
）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
20
年
３
月
に
新
し
い
学
習
指
導

要
領
が
公
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

伴
っ
て
小
・
中
学
校
の
教
育
課
程
が
平
成

21
年
度
か
ら
少
し
ず
つ
変
わ
り
ま
す
。
移

行
期
間
は
、
小
学
校
で
は
平
成
21
年
度
か

ら
平
成
22
年
度
、
中
学
校
で
は
平
成
21
年

度
か
ら
平
成
23
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
新

し
い
学
習
指
導
要
領
の
完
全
実
施
（
小
学

校
は
平
成
23
年
度
以
降
、
中
学
校
は
平
成

24
年
度
以
降
）
に
向
け
て
、
段
階
的
に
学

習
内
容
を
増
や
し
た
り
授
業
時
数
を
変
え

た
り
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
21
年
度
に

は
、
主
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
変
わ
り
ま

す
。 

【
小
学
校
】 

・ 

全
学
年
に
お
い
て
算
数
の
新
し
い

学
習
内
容
が
加
わ
り
、
年
間
の
授
業

時
数
が
増
え
ま
す
。
（
低
学
年
に
お

け
る
数
量
関
係
領
域
の
追
加
、
算
数

的
活
動
の
充
実
な
ど
） 

・ 

理
科
の
学
習
内
容
の
追
加
・
省
略
・

移
行
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
３
区

分
か
ら
２
区
分
（
「
物
質
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
、
「
生
命
・
地
球
」
に
再
構

成
）
に
な
り
、
小
・
中
学
校
を
通
じ

た
内
容
の
一
貫
性
が
重
視
さ
れ
、
年

間
の
授
業
時
数
が
増
え
ま
す
。 

・ 

１
・
２
年
生
に
お
い
て
体
育
の
学

習
内
容
が
変
わ
り
、
年
間
の
授
業
時

数
が
増
え
ま
す
。
（
体
つ
く
り
運
動
、

器
械
・
器
具
を
使
っ
て
の
運
動
遊
び
、

走
・
跳
の
運
動
遊
び
な
ど
） 

・ 

５
・
６
年
生
に
お
け
る
外
国
語
活

動
を
先
行
実
施
す
る
学
校
も
あ
り
ま

す
（
移
行
期
間
中
の
実
施
時
間
数
は

各
学
校
で
決
め
ま
す
）
。 

・ 

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
年
間
授

業
時
数
が
少
な
く
な
り
、
内
容
が
精

選
さ
れ
ま
す
。 

＊ 

平
成
23
年
度
以
降
の
完
全
実
施

で
は
、
国
語
や
社
会
、
体
育
（
３
・

４
年
生
）
の
授
業
時
数
も
増
え
ま
す
。

【
中
学
校
】 

・ 

１
年
生
の
数
学
に
新
し
い
学
習
内

容
が
加
わ
り
、
年
間
の
授
業
時
数
が

増
え
ま
す
。
（
投
影
図
、
球
の
表
面

積
・
体
積
な
ど
） 

・ 

理
科
の
学
習
内
容
の
追
加
・
省
略
・

移
行
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
第
一
分

野
・
第
二
分
野
の
構
成
は
変
わ
ら
ず
、

小
・
中
学
校
を
通
じ
た
内
容
の
一
貫

性
が
重
視
さ
れ
、
年
間
の
授
業
時
数

が
増
え
ま
す
。 

・ 

体
育
で
は
、
男
女
共
に
武
道
や
ダ

ン
ス
な
ど
の
学
習
内
容
が
必
修
と
な

り
ま
す
。 

・ 

選
択
教
科
の
授
業
時
数
が
少
な
く

な
り
、
学
校
で
教
科
を
選
ぶ
、
い
わ

ゆ
る
「
学
校
選
択
」
を
行
う
学
校
も

あ
り
ま
す
。 

・ 

１
年
生
に
お
い
て
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
年
間
授
業
時
数
が
少
な
く

な
り
、
内
容
が
精
選
さ
れ
ま
す
。 

＊ 

平
成
22
年
度
以
降
も
数
学
（
３
年

生
）
、
理
科
（
２
年
生
）
の
授
業
時

数
が
増
え
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年

度
以
降
は
、
国
語
（
２
年
生
）
や
社

会
（
３
年
生
）
、
保
健
体
育
、
外
国

語
な
ど
の
授
業
時
数
が
増
え
、
選
択

教
科
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。 

【
小
・
中
学
校
共
通
】 

新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
「
総
則
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
道
徳
教
育
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
な
ど
が

平
成
21
年
度
よ
り
実
施
と
な
り
ま
す
。

（
指
導
課
）

小・中学校の教育課程が変わります 

平成２１年４月１日付、 
新しい校長と副校長を紹介します 

（教育庶務課）

【校長】 

原 田 美知子  小平第二小学校 

(再任用) 

高 橋 和 雄  小平第八小学校 

・ 本 忠 明  小平第十小学校 

永 井 義 明  小平第十二小学校 

加 藤  忠   小平第三中学校 

(再任用) 

廣 田 幸 男  小平第四中学校 

小 川 慎 一  小平第六中学校 

【副校長】 

瀬 戸  敬   花小金井小学校 

奥 山 文 子  鈴木小学校 

櫻 井 英 夫  小平第五中学校 

宮 川 啓 一  上水中学校 

(再任用) 

 
 
 
 

 
 

 

心
の
教
育
、
感
動
と
感
化 

教
育
委
員 

荒
畑 

忠
弘 

４
月
は
桜
の
季
節
。
入
学
・
進
学
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
児
童
・

生
徒
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
保
護
者
の
皆
様
も
心
も
新
た
に
出

発
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

今
、
時
代
は
百
年
に
一
度
の
経
済
危
機
に
直
面
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
も
サ
ー
ビ
ス
産
業
か
ら
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
産
業
へ
変
化
し
て
き
て
お
り
、
心
の
共
有
が
で
き
な
い
企
業
は

種
々
の
問
題
を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
精
神
的

サ
ー
ビ
ス
の
原
点
は
人
の
心
・
気
持
で
あ
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
（
人
へ
の
思
い
や
り
・
心
遣
い
・
親
切
心
・
ひ
と
り
の
人
間
と

し
て
の
誠
実
な
心
・
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
）
で
す
。
心
・
気
持

を
行
動
に
移
し
共
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
代
に
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
先
日
拝
聴
し
た
森
隆
夫
先
生
の
お
話
を
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
「
心
の
教
育
」
を

語
る
と
き
、
そ
の
基
礎
・
基
本
と
し
て
、
ま
ず
子
ど
も
さ
ん
の
悩

み
・
苦
労
・
不
満
を
取
り
除
い
て
、
心
を
安
定
さ
せ
て
あ
げ
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
心
を
平
静
に
保
て
な
い
時
に
は
何
を
言
っ
て
も

心
に
響
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
保
護
者
の
皆
様
が
子
ど
も
さ
ん
の

た
め
に
『
心
の
庭
』
の
あ
る
家
庭
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
『
心
の
庭
』
と
は
会
話
と
笑
い
の
こ
と
で
あ
り
、

と
り
と
め
の
な
い
（
心
を
つ
な
ぐ
）
話
の
こ
と
で
す
。
「
目
が
赤

い
け
ど
勉
強
の
し
す
ぎ
な
の
？
」
と
か
「
元
気
、
よ
く
頑
張
っ
て

い
る
ね
！
」
な
ど
、
ぜ
ひ
子
ど
も
さ
ん
と
の
心
を
つ
な
ぐ
会
話
を

大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
心
の
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
感
動
」
と
「
感
化
」

が
あ
り
ま
す
。
感
動
を
与
え
る
言
葉
、
魅
力
の
あ
る
言
葉
が
心
を

育
て
ま
す
。
「
石
け
ん
は
体
の
た
め
に
、
涙
は
心
の
た
め
に
」
と

言
う
外
国
の
こ
と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
涙
は
心
の
石
け
ん
、
感
動
の

涙
が
心
を
洗
い
、
人
は
影
響
を
受
け
る
の
で
す
。 

「
感
化
」
は
、
無
意
識
的
に
日
常
的
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
感
化
に
は
、
相
手
に
好
か
れ
る

こ
と
と
尊
敬
さ
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
人
は
好
き
な
人
、
尊
敬

す
る
人
の
言
う
こ
と
を
聞
く
も
の
で
す
。 

 

好
か
れ
る
た
め
に
は
、
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
こ
と
、
尊
敬
さ

れ
る
に
は
、
人
一
倍
・
人
の
三
倍
精
進
・
努
力
す
る
こ
と
で
す
。 

親
は
子
の

鑑
か
が
み

で
あ
り
、
子
は
親
の

鏡
か
が
み

で
す
。 

今
、
子
ど
も
た
ち
の
「
心
の
教
育
」
を
語
る
と
き
、
私
た
ち
大

人
の
生
き
方
が
、
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

     ＊図書館からのお知らせ＊ 

平成２１年度の学級文庫への団体貸出の日程のお知らせです。 

一学期の選本日の受付けは、４月１３日（月）午前１０時から開始します。 

希望日が決まりましたら、中央図書館までご連絡ください。 

４月の教育委員会定例会 

日 時  ４月２７日(月)午後２時００分～ 

場 所  市役所５階 ５０４会議室 

どなたでも傍聴することができます。(傍聴席は２０席)。

また、会議録は市役所１階市政資料コーナーや、小平市

教育委員会のホ―ムページからもご覧いただけます。 

  １学期 ２学期 ３学期 

申込方法 電話で選本日を予約してください ４月１３日（月）から ９月３日（木）から 1 月１３日（水）から 

選 本 日
原則として月・火・水・木曜日です 
① １０時３０分～正午 
② １時～４時 

４月２０日（月）から ９月８日（火）から 1 月１８日（月）から 

配 本 中央図書館から学校に配本します ５月７日（木）以降 ９月１７日（木）以降 １月２０日（水）以降

本の返却

本の返却運搬は学校で手配してください 
※中央図書館地下書庫の所定の場所へ

返却を 
１学期末 
７月３１日（金）まで 

２学期末 
１２月２５日（金）ま
で 

３学期末 

※返却日は事前に日程調整が必要です 
３月３１日（水）まで 

※学年（複数組）での貸出の場合は、最長３学期まで 

貸出時のお願い 

◎希望日が他校と重なる場合は、調整させていただくことがありますので、余裕を持ってお早めにご連絡ください。 

問合せ 中央図書館 サービス係  電話 ０４２（３４５）１２４６ 

オリンピックムーブメント共同推進事業

春のひとときを満喫しましょう！ 

『第２８回小平グリーンロード歩こう会』 
コース 小平グリーンロード（玉川上水緑道、野火止用水緑道、 

    狭山・境緑道）一周約２１キロメートル（一周約５時間 

    ですが、そのうちの一部分の参加も可） 

と き 平成２１年４月１９日(日) 

受 付 午前９時～１１時。 

コース上に設置した７ヶ所のチェックポイント（中央公園、

喜平橋、花小金井駅南口、小平駅南口、九道の辻公園、東大 

和市駅南口広場、東京都水道局小平監視所）で受付し、参加できます。 

＊チェックポイントは午後３時３０分まで開いていますが、午後３時（一部は２時）

を過ぎると次のチェックポイントへは進めません。 

費 用 無料 

主 催 小平市教育委員会、小平市民憲章推進協議会健康なまち専門部会 

共 催 東京オリンピック・パラリンピック招致委員会、 

    東京都オリンピック・パラリンピック招致本部 

問合せ 体育課（市民総合体育館内）電話 ０４２（３４３）１６１１ 

愛
の
チ
ャ
イ
ム
の 

放
送
時
刻
が
変
更
さ
れ
ま
し
た 

今
月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
は
、
愛
の
チ
ャ
イ
ム
の
放
送
時
刻
が

午
後
５
時
３０
分
に
、
曲
も
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
と
な
り
ま
す
。 

愛
の
チ
ャ
イ
ム
は
、
児
童
の
帰
宅
時
間
の
目
安
を
お
知
ら
せ
す
る

目
的
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
際
の
帰
宅
時
間
は
、
各
ご
家
庭
で
ご
判
断
い
た
だ
き
、
ご
指
導

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

（
生
涯
学
習
推
進
課
） 



 (３) (２) 

 小平市教育委員会だより 小平市教育委員会だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
２１
年
度 

就
学
援
助
の
ご
案
内 

 

小
平
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
学
校
給

食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
、
就
学
援
助
制
度
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

◆
対
象
者 

小
平
市
内
に
在
住
し
、
公
立
の
小
・
中
学
校

に
在
学
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の

方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

▽
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以
下
の
方 

▽
児
童
扶
養
手
当
（
児
童
手
当
と
は
別
の
制

度
）
を
受
け
て
い
る
方 

▽
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
（
生
活
保
護

費
で
支
給
さ
れ
な
い
部
分
が
援
助
さ
れ
ま

す
） 

▽
失
業
な
ど
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
教
育
費

で
お
困
り
の
方 

◆
援
助
の
内
容 

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
、
学
校
給
食
費
、

校
外
活
動
費
（
遠
足
・
移
動
教
室
な
ど
）
、

修
学
旅
行
費
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、

卒
業
ア
ル
バ
ム
・
文
集
代
、
体
育
実
技
用
具

費
（
柔
道
着
な
ど
）
、
医
療
費
（
学
校
保
健

法
第

17

条
に
基
づ
く
疾
病
の
治
療
が
対

象
）
、
通
学
費
（
通
学
距
離
が
長
距
離
の
場

合
に
限
り
ま
す
） 

◆
申
込
み 

▽
提
出
書
類 

①
申
請
書
（
小
平
市
立
小
・
中
学
校
ま
た
は

学
務
課
で
配
付
） 

②
源
泉
徴
収
票
、
確
定
申
告
書
、
課
税
・
非

課
税
証
明
書
な
ど
所
得
を
証
明
す
る
書
類 

▽
提
出
先 

①
小
平
市
立
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

方
は
、
学
校
へ 

②
小
平
市
外
の
公
立
小
・
中
学
校
に
在
学
し

て
い
る
方
は
、
学
務
課
へ 

▽
提
出
期
限 

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
提
出

い
た
だ
い
た
月
か
ら
制
度
の
対
象
に
な
り
ま

す
）
。
た
だ
し
、
４
月
分
か
ら
の
援
助
を
ご

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
平
成
21
年
４
月
13

日
（
月
）
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

※
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
は
申
請
書
の

提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
か
ら
お

渡
し
す
る
委
任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
問
合
せ 

学
務
課 

電
話
０
４
２
（
３
４
６
）
９
５
７
０ 

平成１８年度より、小平市立小・中学校では、１１ある

教育課題アクション・プログラムと小平市が推進している

コミュニティ・スクールの研究の全１２課題のうち、重点

を置く３課題を選択し、研究・推進する取組を行っていま

す。年度末に９校ずつ、この３年間で全校が取組の発表を

終えました。平成２１年度からは、新しい学習指導要領の

内容も視野に入れて新たなスタートを切ることになりまし

た。 

平成２１年度の課題については、どの学校も３課題のう

ち「学力向上」と「健全育成」を共通課題として取り組ん

でまいります。また、選択課題については、それぞれの学

校の実態や特色を生かした取組を行います。課題について

は表のとおりです。 （指導課）

平成２１年度の こだいらスクール・アクション・プログラム が決まりました 

キャリア教育：職場体験活動の充実や、発達段階に応じた計画的な進路指導を実施する。 

コミュニティ・スクール：地域の教育力を学校教育に活かし、地域に開かれた学校づくりの推進を目指す。 

特別支援教育：児童・生徒一人一人の教育的ニーズに応じた指導の充実や、理解教育の推進等を図る。 

小学校名 共通課題 選択課題 

一小 学力向上 健全育成 環境教育 

二小 学力向上 健全育成 キャリア教育 

三小 学力向上 健全育成 コミュニティ・スクール 

四小 学力向上 健全育成 家庭教育支援 

五小 学力向上 健全育成 健康安全教育 

六小 学力向上 健全育成 健康安全教育 

七小 学力向上 健全育成 国際理解教育 

八小 学力向上 健全育成 キャリア教育 

九小 学力向上 健全育成 環境教育 

十小 学力向上 健全育成 福祉教育 

十一小 学力向上 健全育成 読書活動 

十二小 学力向上 健全育成 特別支援教育 

十三小 学力向上 健全育成 健康安全教育 

十四小 学力向上 健全育成 健康安全教育 

十五小 学力向上 健全育成 国際理解教育 

花小金井小 学力向上 健全育成 環境教育 

鈴木小 学力向上 健全育成 特別支援教育 

学園東小 学力向上 健全育成 読書活動 

上宿小 学力向上 健全育成 健康安全教育 

中学校 共通課題 選択課題 

一中 学力向上 健全育成 読書活動 

二中 学力向上 健全育成 特別支援教育 

三中 学力向上 健全育成 国際理解教育 

四中 学力向上 健全育成 キャリア教育 

五中 学力向上 健全育成 読書活動 

六中 学力向上 健全育成 福祉教育 

上水中 学力向上 健全育成 特別支援教育 

花小金井南中 学力向上 健全育成 キャリア教育 

平成２０年度 
 小平市教育委員会表彰（児童・生徒対象） 

 教育委員会では、毎年、学校を通じた部活動等で競技会・コンクール等

に参加し、優れた成績を修めた児童・生徒および他の模範となる行為を行

った児童・生徒を対象に表彰を行っています。今回は１月の表彰に続き、

３月２日（月）に表彰式が行われ、１学級、７名の皆様が表彰されました。

（順不同・敬称略・写真は式当日出席された方々です。） 

●小平第三小学校            ●小平第七小学校 

○平成 20 年度 ＮＨＫ全国俳句大会 
 ジュニアの部 
  鈴木 貴也 （２年生） 
  小田 琴乃 （３年生） 
  林  有紀 （３年生） 
  吉澤美樹子 （４年生） 
○第 12 回 毎日俳句大賞 
 こどもの部 
  増澤  陽 （３年生） 
  斉藤 春菜 （４年生） 
  脇田 萌香 （４年生） 

小
平
市
立
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営

委
員
会
・
保
護
者
委
員
を
募
集
し
ま
す 

 

小
平
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
市
立

の
全
中
学
校
に
給
食
を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
は
、
中

学
校
給
食
の
運
営
を
適
正
か
つ
円
滑
に
行
う

た
め
、
重
要
な
事
項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
委
員
13
名
の
う
ち
、
学
校
教
諭

や
学
識
経
験
者
を
除
く
、
生
徒
の
保
護
者
委

員
４
名
を
募
集
し
ま
す
。 

応
募
資
格
（
次
の
３
点
を
満
た
す
方
） 

○
小
平
市
立
中
学
校
に
在
籍
す
る
生
徒
を

持
つ
保
護
者 

○
昼
間
（
午
後
）
の
時
間
帯
に
活
動
で
き

る
保
護
者 

○
他
の
小
平
市
の
審
議
会
な
ど
の
公
募
委

員
に
な
っ
て
い
な
い
保
護
者 

募
集
人
員 

Ａ
コ
ー
ス 

２
名
、
Ｂ
コ
ー
ス 

２
名
の

合
計
４
名
を
募
集
し
ま
す
。 

○
Ａ
コ
ー
ス
（
第
二
中
学
校
・
第
四
中
学

校
・
第
五
中
学
校
・
上
水
中
学
校
） 

○
Ｂ
コ
ー
ス
（
第
一
中
学
校
・
第
三
中
学

校
・
第
六
中
学
校
・
花
小
金
井
南
中
学

校
） 

任 

期 

平
成
21
年
６
月
１
日
～
平
成
22 

年
５
月
31
日
の
１
年
間 

報 

酬 

一
回
１
万
２
千
円
（
年
３
回
開
催

予
定
） 

応
募
方
法 

課
題
作
文
「
中
学
校
給
食
に
期
待
す
る
こ

と
（
８
０
０
字
以
内
）
」
を
添
え
て
、
学
校

名
・
保
護
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生

徒
の
学
年
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
０
４
２
（
３
４
５
）
２
７
２
１ 

応
募
用
紙
は
、
各
学
校
で
受
け
取
る
か
、
学 

小平市 平櫛田中
ひらくしでんちゅう

彫刻美術館  「春のお茶会」 

平櫛田中が愛した庭園で、おいしい抹茶と景色がお楽しみいただけます。 

 ■ と き 平成 21 年 4月 24 日（金）～26 日（日） 

  午前 10 時～午後 3時 

 ■ ところ 平櫛田中彫刻美術館庭園（雨天の場合は室内） 

 ■ 費 用 1 席 300 円（別途、観覧料が必要です） 

  ※各日、先着 60 人 

 ■ 協 力 小平茶道華道友の会 

[平櫛田中彫刻美術館] 

■ 開館時間 午前 10 時～午後 4時 ■ 休館日  火曜日（祝日に当たる場合は、その翌日） 

       ※なるべく、午後 3時 30 分までに入館してください。 

■ 観覧料 一般…300 円（220 円） 小・中学生…150 円（110 円） 

      ※（ ）内は団体 20 人以上です。 

■ 交 通 西武多摩湖線一橋学園駅南口から徒歩 10 分 ※駐車場はありません。 

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

年
４
月
20
日
（
月
）
必
着  

 

平
成
21
年
度
の
調
査
実
施
日
は
４
月
21

日
（
火
）

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
締
切 

 
 

平
成
21

提
出
・
問
合
せ 

〒
１
８
７
―
０
０
３
１ 

 

小
平
市
小
川
東
町
５
―
17
―
10 

 

小
平
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー 

 

電
話
０
４
２
（
３
４
５
）
２
８
２
１

  

文
部
科
学
省
の 

「
平
成
21
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
を
実
施
し
ま
す

で
す
。
調
査
目
的
・
調
査
対
象
・

調
査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

調
査
の
目
的 

○
国
が
、
全
国
的
な
義
務
教
育
の
機
会
均
等

○
各
教
育
委
員

○
各
学
校
が
、

調
査
対
象

と
水
準
向
上
の
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
学

力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教
育

の
結
果
を
検
証
し
、
改
善
を
図
る
。 

会
、
学
校
等
が
全
国
的
な
状

況
と
の
関
係
に
お
い
て
自
ら
の
教
育
の
結

果
を
把
握
し
、
改
善
を
図
る
。 

各
児
童
・
生
徒
の
学
力
や
学

習
状
況
を
把
握
し
、
教
育
指
導
や
学
習
状

況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
。 

 

小
学
校
第
６
学
年
と
中
学
校
第
３
学
年
の

原
則
と
し
て
全
児
童
・
生
徒 

調
査
内
容 

① 

教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
、
算
数
・

し
て
「
知
識
」
に
関
す
る
問
題

②
数
学
） 

・ 

主
と

・ 

主
と
し
て
「
活
用
」
に
関
す
る
問
題

 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等
に
関
す
る
質

問
紙
調
査 

 
 

 
 

 
 

 

（
指
導
課
）

○第 58 回 全国小・中学校・ＰＴＡ新
聞コンクール 

  ４年２組 
○第 35 回 東京都小・中学校新聞コン
クール 

 小学校・学級新聞の部 
  ４年２組 
 小学校・学習新聞の部 
  ４年２組 

（教育庶務課）

[平櫛田中彫刻美術館]   年 間 展 示 案 内 

展覧会名 展示内容 会 期 

平櫛田中の書簡Ⅱ 田中が教え子たちに宛てた書簡を展示。    ～ ５/10 

初夏展示 田中が蒐集した茶碗を中心に展示。 ５/13 ～ ６/28 

夏季展示 田中の石膏原型を展示。 ７/１ ～ ８/30 

秋季展示 田中の蒐集した金工作品を中心に展示。 ９/２ ～ 10/18 

冬季展示 彫刻小品を中心に展示。 12/４ ～ 12/26 

新春展示 色紙を中心に展示。 １/６ ～ ２/28 

春季展示 生活を彩るやきものを中心に展示 ３/３ ～ ５/９ 

◆ その他のイベント わくわく発見！親子で美術館 7/18  秋のお茶会 10/30 ～11/1 

  問合せ 小平市平櫛田中彫刻美術館 電話０４２（３４１）００９８ 


